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　市長が地域に出向き、周辺公共施設などを視察するとともに、市民の皆さんとの交流や対
話を行う「移動市長室」の第１回目を、５月21日に内郷地区で開催しました。
○公共施設などの視察・地域の皆さんとの対話
　市長が最初に訪れたのは、昨年12月から供用開始となった
金坂集会所で、地域住民の皆さんと同集会所を利用した活動
の状況や、地域のコミュニケーションなどについて懇談しま
した。次に訪問した高坂町中央集会所では、「ちびっこママ
サロン」（いわき市社会福祉協議会内郷地区協議会と内郷地
区民生児童委員協議会の共催）の参加者の皆さんと、子育て
に関することなどについて懇談しました。
○まちづくりなどに関する意見交換
　内郷支所において、いわき回転櫓盆踊大会実行委員会、内
郷まちづくり市民会議、内郷商工会女性部・青年部、御厩小
学校図書ボランティア、ＭＡＰ制作委員会（炭砿（ヤマ）の
案内人）の５団体の皆さんと、内郷地区のまちづくりなどに
関する取り組みや課題などについて、意見交換を行いました。
○市内13地区で計14回実施予定
　移動市長室は、今年度からの新規事業で、本庁舎と各支所
などを会場に、市内13地区で計14回の実施を予定しています。
※今回の移動市長室の内容については、来月以降市ホーム　
　ページでご覧いただけます。

　本年４月から開始した出産支援金支給事業に
ついて、創設後初となる同支援金の交付式を行
いました。当日出席された、平地区にお住まい
の今野陽子さんと長女で４月１日に生まれた凜
ちゃん、同じく平地区の永久保歩さんと長女で
４月10日に生まれた彩ちゃんへ、清水市長が目
録などを贈呈しました。
　市では、お子さんの元気で健やかな成長を見
守っていきます。

金坂集会所で地域の皆さんと懇談

移動市長室を内郷地区で開催

市出産支援金の交付式を開催

○たんけんアリオスの参加者
▶とき／対象　７月27日㈰　①10時～12時
　②14時～16時／小学３年生～中学３年生
　と保護者（小学生は必ず保護者同伴）
▶募集定員　各回40人（先着順）
▶申込方法　６月28日㈯10時から☎で
◯舞台技術基礎講座「もう一度踏み出して
　みよう、劇場の創作現場の中へ」vol.３
▶とき／対象　７月30日㈬～８月３日㈰
　（全５回）／高校生以上で全日程に参加
　できる方
▶募集定員　舞台・照明・音響で各５人程
　度
▶料金　①一般＝3,000円　②高校・専門
　学校・大学生＝1,500円
▶申込方法　６月28日㈯10時から専用申込
　書にて受け付け
※詳しくは、同センターへお問い合せくだ
　さい。

たんけんアリオスの参加者など

内郷地区のまちづくりなどについ
て意見交換

出席者の今野さん（左）と永久保さん

アリオスチケットセンター　☎22-5800
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委嘱状交付式に出席された大使の皆さん

ユーモアを交えたケーシー高峰さんの卓話


